


























対 象 期 間 2006年4月～2007年3月
（この範囲外の部分は当該箇所に明記）
発 行 期 日 2007年9月（冊子作成・HPによる公開）
次回発行予定 2008年9月予定


























































































































































































































































































































































































































































































学　長 理　事 監　事 合　計
1 6（3） 2（2） 9（5）
●役員数
区　分 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手 教　諭 事務等職員 合　計
事務局 266 266
教育地域科学部 59 33 4 3 72 1 172
医学部 44 42 36 129 5 501 757
工学部 71 61 14 14 1 28 189
各センター 11 12 3 1 3 2 32
合　計 185 148 57 144 12 72 798 1,416
●職員数
（ ）は非常勤で内数
区　分 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 合　計
教育地域科学部 176（3） 173 173 182 704（3）
医学部 161 162 160 174 93 110 860
工学部 570（13） 589（22） 595（22） 760（24） 2,514（81）





研究科 区分 1年次 2年次 3年次 4年次 合　計
教育学研究科 修士課程 50（8） 49（8） 99（16）
医学系研究科 修士課程 7 13 20
博士課程 13（3） 17（3） 18（1） 51（1） 99（8）
工学研究科 博士前期課程 257（18） 269（31） 526（49）
博士後期課程 29（14） 41（13） 64（19） 134（46）
合　　　　計 356（43） 389（55） 82（20） 51（1） 878（119）
●大学院学生数
●児童・生徒・園児
校　名 1年（低） 2年（中） 3年（高） 合　計
小学部 6 6 8 20
教育地域科学部附属
中学部 7 3 5 15特別支援学校
高等部 7 8 9 24
合　　　　計 20 17 22 59
（ ）は外国人留学生で内数
区　分 教育地域科学部 医学部 工学部 教育学研究科 医学系研究科 工学研究科 合　計
研究生 2（1） 39 4（4） 6（6） 1（1） 1（1） 53（13）
科目等履修生 9（2） 2 1 12（2）
特別研究学生 1 3（3） 4（3）
特別聴講学生 14（12） 16（16） 1（1） 31（29）





校　名 1年（三歳児）2年（四歳児）3年（五歳児） 4 年 5 年 6 年 合　計
教育地域科学部附属小学校 78 75 73 69 78 68 441
教育地域科学部附属中学校 119 119 119 357






































































































































































































2007年 1月 I SO14001に関するトップセミナー開催（文京）
（平成19年）
（平成13年）















































所　属 期　間 延人数 目　的
教育地域科学部教員 3月27日～4月24日 22名 地殻変動調査
医学部教職員 3月25日～4月15日 39名 初期救護活動及び深部静脈血栓症予防



































































































































































































































































































































































































































































目　　的 目　　標 実施計画 自己評価環境方針
重油暖房から電力暖房へ






紙使用量の削減 1-3.前年比1％の削減 用紙の両面利用（コピー、プリント）の呼びかけ ○

















生協との相互支援 4-1.生協職員のISO関係委員会への参加 委員会への参加 ○
学内環境美化 4-2.学内一斉清掃の実施 一斉清掃を行う ○
環境活動に対する全員参加 4-3.環境保全活動の呼びかけ タバコのポイ捨て禁止のキャンペーン △
学生活動への支援 4-4.学生ボランティアの組織化 学生ボランティア活動への支援 △
紙、水の使用量削減 5-1.紙、水の使用量削減 委員会との連携の密接化 ○
ゴミ分別の促進 5-2.分別排出の実現 大学のルールの準用 ○
環境教育 5-3.学校教育の中での環境教育の充実 環境問題をテーマとした教育の促進 ○
PTAとの協力 5-4.地域での環境保全活動 PTAへの環境保全活動の呼びかけ ○
実験薬品の安全管理 5-5.実験薬品の安全管理 保管庫での保管 ○
排水・廃棄物の適正処理 厨房管理と委員会との連携の密接化 ○
食品包装（弁当箱）の回収 6-2.回収可能弁当箱の促進 弁当容器販売数の60％を回収 ○
エコ商品の販売 6-3.エコ商品販売率の向上 エコマーク商品の優先店頭配備 ○
環境負荷の総合的低減 － ○
































































































































































































































紙包装 プラスチック 合　計 紙割合
04年度 234.0 274.0 508.0 46.1％
05年度 102.9 93.4 196.3 52.4％
06年度 29.5 79.8 109.3 27.0％




























































342 129 306 289
































文京地区  前年度比▼約1% （ 1.4k  ） 削減























文京地区  前年度比▼約 30% （　65千t） 削減
附属学校  前年度比▼約 7% （　  1千t） 削減



































文京地区  前年度比▼約14% （ 48k  ） 削減
附属学校  前年度比▼約10% （ 6k  ） 削減







































文京地区  前年度比▼約12% （　　5t） 削減
附属学校  前年度比▼約25% （　　1t） 削減

















03年度 04年度 05年度 06年度
2
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文京地区 前年度比 約6.3%（ 6,900GJ） 削減
附属学校園 前年度比 約4.0%（ 300GJ） 削減



















































































































文京地区 前年度比 約29.2%（ 66千t） 削減
附属学校園 前年度比 約7.1% （ 1千t） 削減
松岡地区 前年度比 約43.7%（ 228千t） 削減
06年度各地区の温室効果ガス排出量
文京地区 前年度比 約9.7%（500t-CO2）削減







































































文京地区 前年度比 約22.9%（1.13t） 削減
附属学校園 前年度比 約19.7%（0.17t） 削減












































文京地区 前年度比 約10.4%（0.07t） 削減
附属学校園 前年度比 約82.3%（0.14t） 削減
























 単位 03年度 04年度 05年度 06年度 基準値
排ガス ng-TEQ/m3N 0.0054 0.26 0.038 0.039 10.0 
ばいじん ng-TEQ/g 0.14 0.64 0.021 0.32 3.0 



























































































































 キャンパス 03年度 04年度 05年度 06年度
 松岡 2.4 2.4 2.8 3.4
 文京 4.9 4.9 5.4 6.5
 松岡 1.7 2.6 3.0 2.1
 文京 3.7 4.1 7.0 5.3
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































54 Environmental Management Report, University of Fukui
環境報告書を読んで



















































































































































⑯水資源投入及びその低減対策 環境負荷の推移 Ｂ 31
⑰温室効果ガス等の大気への排出及びその低減対策 環境負荷の推移 Ｂ 31
⑱化学物質排出量・移動量及びその低減対策 主なエネルギーの消費 Ｂ 29
⑲総製品生産量又は販売量 － Ｅ 生産・販売業に適用
⑳廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策 環境負荷の推移 B 31
総排水量及びその低減対策 主なエネルギーの消費 Ｃ 29
輸送に係る環境負荷の状況及びその低減対策 － Ｅ 生産業などに適用
グリーン購入の状況及びその推進方策 グリーン購入・調達の状況 Ａ 37
環境負荷の低減に資する商品、サービスの状況 － Ｅ 生産・販売業に適用
5）社会的取組の状況





①経営責任者の緒言（総括及び誓約を含む） トップメッセージ Ａ 1
②報告に当たっての基本的要件（対象組織・期間・分野） もくじ（下部参照） Ａ
③事業の概況 大学の規模等 Ａ 4
2）事業活動における環境配慮の方針・目標・実績等の総括
④事業活動における環境配慮の方針 環境方針 Ａ 2
⑤事業活動における環境配慮の取組 06年度の主な
A 15に関する目標、計画及び実績等の総括 環境目標と計画
⑥事業活動のマテリアルバランス － D 病院資材を含む全ての納入資源の把握が困難なため
⑦環境会計情報の総括 環境保全コストと評価 C 30
3）環境マネジメントに関する状況
⑧環境マネジメントシステムの状況 環境保全活動の状況、環境教育 Ａ 17、45
⑨環境に配慮したサプライチェーンマネジメント等の状況 － E 生産業などに適用
⑩環境に配慮した新技術等の研究開発の状況 環境に関する研究開発 Ａ 41
⑪環境情報開示、環境コミュニケーションの状況 地域とのコミュニケーション A 40
⑫環境に関する規制順守の状況 環境に関する規制順守への取組 Ａ 27
⑬環境に関する社会貢献活動の状況 環境に関する地域への取組 Ａ 38
4）事業活動に伴う環境負荷及びその低減に向けた取組の状況
⑭総エネルギー投入量及びその低減対策 環境負荷の推移 Ｂ 31
⑮総物質投入量及びその低減対策 － Ｄ 今後の検討課題
求められる項目の記載状況（自己判断）
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アンケート
Q1. 報告内容はわかりやすかったですか？
・わかりやすい ・ほぼわかりやすい ・わかりにくい
Q2. デザイン、レイアウトはどうでしたか？
・見やすい ・だいたい見やすい ・見にくい
Q3. ボリュームはどうでしたか？
・ちょうど良い ・少ない ・多い
Q4. 一番興味をもった項目はなんですか？
Q5. 本学の環境保全活動に対して、どう思われますか？
・努力していると思う ・努力が足りないと思う ・分からない
Q6. 本学の環境報告書をどのようにお知りになりましたか？
・配布冊子 ・ホームページ ・友人、知人から
上記アンケートへのご回答やその他ご意見を、下記までお寄せいただきますよう
お願いいたします。
（アンケートの文面はHP上にも掲載してあります）
（文京キャンパス）環境整備課環境保全係
〒910-8507 福井県福井市文京3丁目9番1号
TEL.0776-27-8407 FAX.0776-27-8921
（松岡キャンパス）環境整備課環境ISO担当
〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23号3番地
TEL.0776-61-8634 FAX.0776-61-8182
http://mozart.f-edu.fukui-u.ac.jp/̃iso14001/

